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1.1.母音が文法的あるいは音韻的条件により長音化されたり短音化され

たりする現象は種々の言語にみられよう。そして,この長・短音化は音般

プロセスの郡々の時点で起こり得るであろうし,その音長変化を支配する

条件次第で「(形態)音索的」変化というべきものもあろうし,「音声的」

変化であるものもあろう。本論では,生成斉韻論灼に言って早期の規則で

ある形態音韻規則による変化を「長・短母音化」(または「音索的長・短

斉化D,後期の規則によるプロセスを「長.短母音状音化」(または P竒

升珀勺長・短音化D と呼ぷことにし,「長・短音'化」は恐音音長変化の総称

として上述両者を含むもの,または議論の都合上,上述二者を区別してい

ない段階での音長変化を示すものとして用いることにする。なお,対象と

する厩音は語レベルで主強勢をもつ母音とする。

デンマーク語における母音音長変化は他の言語におけると同様に多様で

あり,また筆者の研究がその緒についたばかりであるので,その全てを論

ずることはこの小論では到底できない。そこで,本論ではデンマーク語母

音における種々の要閃による長・短音化の,やから只休例として動詞,形容

詞の短音化をとり上げ,これが(予想されるように)形態音怒規則に支配

される短下テ化であることをまず第一に明らかにする。次に,このプロセス

の出力形である片声形が必ずしも落・レベルにおける最終的顕現形(=発高

形)ではなく,さらに音声的短音化が辿用され得ることを述べ,二種の短

音化の区別およびその重要性を明らかにしたい。母音行長変化の巾,長音

化はそれほど活発ではないので,これについては§4で簡単に触れること

にする。そして,§5ではその他の要囚による長.短音化の例を示し,最

後に,索性[t0那0]と[1伽g]がデンマーク語では相補的な索性ではな
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く,各々の独立の酔討生であることを述べる。

1.2.本論でいうデンマーク語(以下,デ語と略す)はコペソハーゲンを

中心とし九標準語で,年輩の也'代の慣用である保守的な口語(=RMD

と若い方の世代の慣用である進歩的な口語(=RM2)を含むものとする。

両言語には長母音と短母音の音韻的対立があり,この音韻的相異は基底音

哉表示ですでに指定されているのが適当であると考えることにする(これ

についての論拠の詐細は拙論(1976)参照)。

これらの刈をなす長寸豆厩音の音声形における相異は'主異音'環境(=

h/に1鉾接しない環境)ではほぽ量的なもので質は同じである場合が多い

/i(.)/=[i(.)],/e(.)/=[0(.)],/.(.)/=[.(.)],/y(.ソ=

[y(.)],/φ(.)/=[φ(.)],(/m(.)/=[鴨(.)]),/"(.)/=[U(.)]

;同上環境で対をなす長・短母音の音声形が量のみではなく質も異なるの

は次の 3 対である./ 0./=[0.],/ 0 /=[0],/ 0 ゾ=[0.],/0/=[ハ]

(または[P ]),/a ./=[記,],/0/=[a, a]。その他の環境の音声形

については必要な場合に言及するが,訓K は拙論 a974;1976)を参照さ

れたい。

さて,ある音長変化が音索的変化か音声的変化であるかを决定する九め

には交法的条件とか音哉・音声的に自然な変化か否かといったことが「ル心

的な要因となることはもちろんであるが,本論では簡単な作業基準として

上述の量と質の異なる音声形をもつ長・短母音対にできるだけ注目するこ

とにする。

2.形態音韻的音長変化.

短壱イヒは一部の動詞および形容詞の一部の屈折形に,長音化は一部の名

詞の一部の屈折形に起こる。

動詞における語幹長母音の短音化は過去語尾,過去分詞語尾として各々

・t'(/ta/[da]),・t (/V[d])をもついわゆる弱変化第2類動詞の過去形,

過去分詞形に起こる。形容詞の短音化は単数中性語尾・t(/V[d])を伴う



形(=単数中陛形)に起こる。屈折語尾・た,・t(動詞),・オ(形容詞)は

音韻構造に関してはほぽ同じであるにもかかわらず,動詞と形容詞の語幹

長母音に対し同じ短音化規則を適用できないのでそれぞれ別に扱う。長音

化については§4.1で言及する。なお,以下§2で示す音声形は音声的変化

である短厩.音状音化規則(§3)を適用する以前の音声形であり,また論点

をわかりゃすくするため種々の音声的同化(特に Schwa[9]の同化)規

則を適用する以前の形であるので,これが語レベルにおける最終的発音形

ではない場合が多々ある。

2.1.動詞屈折形における短下〒化:

弱変化第2類動詞の訣沖Nこは長母音も短母音も現われ得る。この中,語

幹伺えイが長母音であるのは語幹末音巣がゼロ(ただし,託'(/.go:/[sge・?])

の一語のみ)または単一子音/b, d, g,.,1,し n/のいずれかのとき

である(デ評Hこは九/はない)。この中,短音化および語幹末子音の変化

に関係するのは長母音十単一閉鎖音(/b, d, g/)を語幹としてもつ動詞

の過去形(以下,・た形と呼ぶ)および過去分詞形(以下,・i形と呼'D

においてのみである。その他の屈折形には短音化は起こらない:(例) 三]ミ
"1コ

幹た必・(/k此b・/).長音のままの不定詞形加ム'[k此bo],現在形即6甜

[1ψ.?b八],現在分詞形た必改d'[kφ:bono],命令形た必[kφ・?b]および

短音化する過去形た必た[k北do],過去分詞形即尻[1四bd].

語幹末子音が/b/または/g/のとき,・t(の形における語幹長母音の短

音化は必ず(=強制的に)起こる。そして,/g/は・t(e)形では(別の形

態音怒規則によって)[g]となる(その他の変化形では忽/は通常の音節

末条件異斉規則にしたがって,ゼロ(狭母三テ状音の後、),[j] d i(●)],

[y(.)]以外の前舌母音状音の後),[W]([U(.)]以外の後舌母音状音の

後)となる)。

さて,ここで§1.2で述べた作業基準「量も質も異なる音声形をもつ長・
^し、

短母音対」に沿って例示してみる(長音音声形をもつ典型的,代表的屈折
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形としては語幹十ι(/ヨ/)から成る不定詞形を用いる;発音形は原則とし

てRMI,2 に共通のもの).

長母音十/Wの語幹の動詞.

d,・影6', d,影6t(の[dE..bo],[dHabd(0)],

.か影6','か影6t(の[.dE..bo],[.dHabd(0)],

(/ル./=[H..],/,./=[Ha]),

m厶ι,,'d6t(ι)[HO .ba],[H<bd(0)],

Sたα6e, S加6t(の[.g純:ba],[.gabd(ヨ)],

tα6e, tα厶t(ι)[t碕:ba],[tabd(ヨ)];

長母音十/g/の語草令の動詞.

たogι,たogt(ι)[ko:wa],[k<gd(0)],

6"g',6"gt(の[b鶴.jo],[bagd(0)],

S挽"gι, S机αgt(の[■m記:jo],[smagd(ヨ)],

6r"gι,6π熔t(0)[bⅡ":ヨ],[bEO・/bHogd(0)](RMI),[bHogd(0)]

(RM2),(NB.[HO]は/N/の,[HO]は ho/の条件異音)。

上例から明らかのように,・t(の形における短音は短母音の音声形の質

となっている。したがって,たとえぱtahe の/aゾは・t(e)形では/aゾ→

/a/となり,/a/が[a](軟口蓋音の前の異音)となったことは明らかであ

る。もし/aゾ→[純ヨ(h/D獣尭以外の異音)がそのまま短音化したなら

[記]になるはずである(of.§3)。したがって上例の短音化は音業的短

母音化である。

量のみの相異で質の相異のない長.短母元了対(たとえぱ,加加,た必t(e)

[Rφ.bo, k北d(0)],'1影6','1影厶t(')[.1..bo,.1.bd(0)],ψ詐,ψgt(リ

[.φ.jo,.φgd(0)],'h'g','h'gt(')[.1U.0,.1"gd(0)])の場合,上述の作

業基凖からだけではその短音化が短音業化だとする明白な根拠はないわけ

であるが,量と質の異なる母音対に対する音韻規則,すなわち短音索化と



同様にこの場合も音索的変化だとすれぱ新たに別の規則を設ける必要がな

いことになる。このような積極的な理由が見出せるので,/・b,・g/に終る

動詞の・i(')形における短壱'イヒは全て「短厩音化」すなわち音索的短音化

であるといってよいであろう。この短音化を形態音た写児則とする他の理由

は§2.3で述べる。

長母'音十/d/の語幹をもつ動詞の・t(e)形は/・b,・g/動詞の場合とは尋j

情が異なる。語幹末/d/は・t(ι)形で必ず脱落するが,母音は長母音がそ

のまま保たれるのを原則とする:例: jψdι[fφ:6ヨ], jφdtι[fφ:da], jφdt

[fφ・?d]。しかし,机φdι[mφ.60]のみは・t(e)形で短音化される:机φdt、

(0)[mφd(0)]。また,ム1φ統[b1φ.加],ヅ血h は非短音化形および短音化

形の二種の・t(ι)形をもつ。したがって,/・d/動詞では(/d/脱落は別の

規則として)短壱イヒしない場合を原則とし,抗φd仏 6m統, stφdιの短音

化を有標化するのが妥当ということになる。この三つの動詞では短音化の

際に音声形に質の相契.はみられないので§1.2の作業基準は用いられないわ

けであるが,この短音化もたφム', S1影6e, Sφg', sh'gιなどの/・b,、g/動

詞の場合と同様の理由により音業的変化であるとすれば,音韻規則を増や

さないですむことになる。

7

2.2.形容詞屈折形における短音化:

形容詞単数中性形(以下,・t形と呼ぶ,動詞の方は・t(り形とする)に

おける短音化も音索的変化である。形容詞語・幹(=いわゆる「原形」)に
..

長母音音素が現われ得るのは語・幹末音索がゼロ(この場合,母音は必ず長

母音)または/b, d, g, V, S,1,し n/のいずれかの場合である(/m/

がないのは共時音都論的には'イ昌然の空白'かと,思われる)。以下,§2.1の

動詞・t(の形における短音化と対照させながら,形容詞の短音化をみてい

くことにする。分類は長母音後の語幹末音業によって行なう。

a)ゼロ(すなわち,長母音で終る)語・幹では・i形で必ず短音化が起こ

る.(/0./→/0/) 61d,61dt [blo・?, blAd], g,d, g,・dt [gHO.?, gE<d],
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S力ld,1'd;その他 fri, π)1 etc.

類)動詞は覗'/暗eゾ

b)

dy6,

/b/に終るもの:動詞の場合と同様に短音化するはずであるが,

d),6i [dy.?b, dybd]の一例しかみつからなかっナこ。

(長母音に終る語幹をもつ(弱変化第2

のみであるが,これは短音化しない。)

C)/d/に終るもの:動詞の場合には原則として短音化は起こらないの

に対し,形容詞の方は原則として短音化する。/d/の脱落は動詞の場合に

は必ず起こるが,形容詞では(例外的に)脱落しないこともある

0-1)短音化され,/d/が脱落するもの.(/0ゾ→/./) fmd, jmdi

[f1記.?6, flod](of.後述(0-3)の 1"d,1"di [1記・?6,1記・?δd]),(/0./

→/0/)"dd,"ddt [VO・?6, V'd],(/0./→(/0/ではなく)/0/) god,

godt [go.?(6), g<d](of.動詞 6π'g',6,"gt(の[bu0●a, bEogd(a)]=

/U:/→/0/);その他,61id, huid, strid, soh'd [.d li・?6],6rιd, jιd,

Ured,61φd, dφd, rφd, Sφd eto.;

0-2)短音化は起こらないが/d/は脱落するもの: Sかサd, Sノリ'φdt

[.bEφ.?る, sbHφ.?d](RMD,[sbH鴨.?6, sbH鴨.?d](RM2)。このタイ

プは Sつrφd, SP影d, uid の 3語のみであり,この中, SP影d,でid は後述

(0-3)のタイプの音声形をもつ話者(特に若い世代)もいる;

C-3)短音化も/d/脱落も起こらないもの:14d, 1αdi [1印・?6, 1記・

?6d];その他 jad,鰄d および一部の話者でルd, r影d ((C-D とする話

者もいる),そして上述の Sつ影d, uid ((0-2)とする話者もいる)。

なお,これら(C-2),(0-3)については, B郎bφⅡ(1973/4), Rischel

a97のともに'例外'としている。ついでながら,長母音十/d/をもつ

形容詞で統語的には中性形であっても・tの付加が避けられるものがいく

つかある: giad,た'd および外来語 grαυid, i"υαiid,,erfid, shψid

(主強勢は末尾音創D。なお,S0五d [.oli・?6]は外来語であるが,音韻



的には本来語と同様のふるまいをし(0-D に属す。

d)/g/に終るもの.動詞の・t(の形では全て短音化し,/g/は[g]とな

るのに対し,形容詞では短音化せず,それ故/g/→[g]も起こらないもの

が大勢を占める

d-1)短音・化しないもの. W"g, Sψgt [V印・?j,.V記・?jd],た10g,

たiogt [1do・?W, klo・?wd];その他υιg,た1影g, 1影g, tr影g,"1yg,

Spag,τ,ag etc.

d-2)短音化するものとしないものの両形をもつもの(短音化すれぱ

/g/→[g]):ガg,,igt [Hi・?,Ⅱi・?d/ulgd]'この他 lig, slig, syg eto.の

数語、しかし, RM2の中の若い方の世代では非短音化形が一般的となっ

てきている(B亘nk/Lund,1975,43D。いずれにせよ,これらの語では

何らかの形で短音化は有標化されなくてはならないであろう。

つぃでながら,正音学で・g 形容i司として扱われる Sた尾g, Sた影gt [.gE・

?g, sgE.?gd]の場合,原形末尾の[g]は/k/の音声形であると考える。

したがって, Sた影gは/暗E:k/ということになり,/g/に終る形容詞では

ないことになる。(なお,本節§2.2 の籾めで長母.・斉後に現われ得る語・幹末

子音を列挙し九が,この M影g の/1V は告略した。形容訓に限らず一般に

/P,t,1Vの直前には長母音は現われないが,長厭仟をもつ語が少数ある

1影g <(共性)こむら>,<(中吐)ひだ>, Sた影g (sb.),υ影g,影g く(共

性)刃>,<(1、ル吐)垪D ; S"edたιr,つ,'影た,ム,,た ek

9

e)以上の他, bs, bst [1y・?S,1ysd]では短音化が起こるが(C{.動

詞 b北の過去分系羽杉妙St[1y・kd]),その他の長幻.音十/y 形では短斉

イヒ1ミjt旦こらなし、:τ、i(i)S,てli(D st [vi・?S, vi・?sd], h影S, h影St [hE・?S,

hE.?sd] eto.この bS は hdrd, hdrdt [1W.?, hD.d](巾性形で計φd の

ないことに注意, cf.拙論(1976),14f.),および Stiu, stift [.di・?W,

誠ifd](of. gル", gルft [gE八W?, gH八fd])とともに例外としてとり扱う
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のが適当と、思われる。

この他のタイプの形容詞では中性形における短音化は起こらない。

2.3.以上みてきたことからわかるように,同じ長母音十/b, d, g/の語

二h二

幹をもち,同じような音苛畊'造の・t 化),・t という語尾をもちながら,

長変化の状況が動詞と形容詞では非常に異なる。/・b/に終る語・幹は形容詞

の方が一例しかないので比較対照できないが,/・d/,/・g/に終るi蔀枠では

音長変化の一般的傾向が動詞と形容詞とでは丁度逆になっている。特に

/・d/語幹の場合は興味深い。動詞では原則として短音化せず,形容詞では

原則として短音化する。ところで,長厩音十/d/語幹をもつ強変化動詞の

中で母音変化を伴わず語幹十 tによる過去分詞形をもつものでは,/d/脱

落に関しては弱変化第2類動詞の場合と同様に例外なく脱落するが,音長

変化に関しては第2類動詞とは異なり形容詞と同様に音索的短音化が起こ

る: gr影dι, gr記dt [HE:],[U司,({oolade,({ooladt [記●],[司。短

音化しないのは 0'd厶 6'di[bo.60, bo・?d]および<苦しむ>以外の意

味の nde だけであろう。

/・g/語幹の場合も音長変化の状況が動詣K短音化)と形容詞(非短音化)

とでは逆になっている。したがって,これら弱変化第2類動詞と形容詞の

短音化に対し共通の音韻的動機に基づく共通の音韻規則を立てることはで

きない。つまり,この短音索化は動詞,形容詞に別々に辿用される二つの

異なる範W'桝内な形態音調規則として設定されなくてはならない。

特に興味深いのは動詞厶π熔',6π培t(の[bBU:a, bEogd(a)],形容詞

god, godt [go・?(6),舮d]で,語幹母音が・t(')の前で短音索化するぱ

かりではなく,一段朋口の短音索に変わっていることである(この後者の

音韻的事実は有標化されなくてはならない)。このことからこれら動詞,

形容詞の・t(ι)形における短音化がRM1以前にすでに確立していたことが

わかる。そして,/d/をもつ強変化動詞の過去分詞形における短音化も

Stiu・stift, gr0て1・gl'oft (adj.)や Sたriτ1ι(vb.)・Sたrift (sb.)[sg丘i:va]ー



[.gEO{d](RMI),[sg丘i川]ー[.gEEfd](RM2)もまさに古く確立した

ものである。

Bolbj町g (1968,97)によれぱ,ゲ,レマン語の動詞全体はその音哉的特

徴から二つのグループに分けられる.ーつは非短音化,前舌母音,歯音,

弱変化動詞,もうーつは短音化,後舌母音,非歯音,強変化動詞である。
..

たしかに Bolbj町g がいうようにデ語の弱変化第2類動詞の・t(ι)形で単一

の語幹末子音/d, S,1,し n/の前の語・幹長厩音は短音化しない。しかし,

この言明はなぜ動詞と形容詞の短音化の音怒的条件が逆になるのかの説明

とはならない。文レベルでの尻,詞の相異は紗命吾的,意味的にそして音韻的

にも(たとえば弱化によって)明瞭にわかるであろうが,それは別として

語レベルでの品'司の相異もできるなら区別しょうとする力が働いて上述の

ような音哉的条件の相異が存在していることも考えられよう。音長変化に

限らず,特にアクセント位睡の相異によって品.詞の区別をするというよう

なことは多くの言語にみられることである。

ととろで, B鉛bφⅡ(1973/74,64)は短音化しないえ10gt 仏dj.)と短音

化する加gt (vb.)の相異は迎接にあるとする:すなわち,/klo:g#V略

/10:g十V。しかし,この述接設定に関する下H損論的に納得のいく論拠は

何ら示されていない。そのような述接を設定したとすると,短育化しない

bst (vb.)と短音化するけSt (adj.)の相↓尾はた10gt 仏dj.)と加gt(vb.)

の場合とは逆に動詞の力が/1y揺#Vで形容詞の力が/1y揺十V ということ

になるのであろう力、このような迎接を立てるより形容詞と動詞に別々の

規則を立てたブjが通切であろう。

1{

3.有声怯近斉の直前における短厭音状音化.

3.1.§2で述べた形態音韻的短母音音メ訶ヒに関しては保守的なRM1と進

歩的な RM2の区別はほとんど必要ではなかった。それは両口語の各音索

の音声形における相異がとり上げた現象に関しては大差がないからであり,
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たとえ異なったとしても音長変化が音業的変化であり,音素体系としては

両口語問にほとんどオ、口異がないからである。

さて,§2で示した音声形は特にRM2では語レベルにおける最終発音形

とはいえないものがかなりある。というのは RM2では(特に音節末の)

有声接近音(voiood oppmximont.)[△](←h/),[j](=[i])(←/g/)

[W](ー[UD (←/V, g/),[可(←/d/)の前の長母音が短音化されると

いう規則がかなり一般的となっているからである。この短母音状音化は発

話速度には関係せず,そして屈接形にのみあてはまる規則ではなく全ての

に適用され得る規則であり,ほぽ音声的条件のみによる規則である。'モ1「.,
n上1

とはいえ,上記4個の按近音の前の長母音が全て同じ程度に短音化される

わけではないし,'語'の長さ(=セグメント数)とか.t血の有無によっ

ても異なり,あるものは強制的短音化であり,別のものは随意的短音化で

あったり,その随意性も'i吾'の1倖造に関係するものもあれぱ(RM2中で

の)世代の相異に慢1係するものもあるといった具合で非常に複雑である。

これに加えて,ごく最近では[j],いV],[6]等の脱落も起こり始めてい

るようで,この現象が確立すれば音長変化の状況は本論で記述しているも

のとはかなり変わってこよう。(詐くは BHnk/Lund,1975,総32-49,

その他のセクシ.ン参照。)

このような状況ではあるが,以下ではかなり明白な短母音状音化のケー

スをいくつか示し,§2で述べ九短母音高'索化との区別の必要性を明らか

にしたい。

3.2.上述のように,短母音状音化が突呪するためには種々の要因がから

まっているが,次の場合は RM2では短母音状音化が強制的であると思わ

れる(of. Ba北φⅡ(1969), B亘nk/Lund(19乃,総33H.)):(1)単音節形,

②当該接近音後に子音をもつ形(当該接近音と後続子音が同一語幹に属す

なら完全に強制的に,二子音間に形態索境界とか音誤的音節境界があって

もほぽ強制的に),および,(3)'重い語'(=セグメント数の多い語・)。



方,第2音節に.dN0 をもつ2音節語では短音化は稀であり,[W]の前

では[a司およぴ[D司は短音化しない。この他の場合は強制的ではなく

ても一般に短音化する傾向が強い。

以下では§2の動詞と形容詞に関述する例を主として用いるが,この短

幻三テ状音化が動詞と形容詞にのみ適用され得る規則ではないことは上述の

通りである。

まず[胡の前の長舟音の短音化であるが,動詞の語尾としてイ(/0/)

を含む屈折形では上述のように短音化はまず起こらない.抗φdι[m此加]

(ごく若い世代ではこの場合でさえ短音化するといわれる.[mφ泌〕)。

方,/9/力新麺兆しない場合,たとえば形容詞の原形(=単数共性未知形)

では短音化が起こる. jmd.(RMI)[f1記.?δ]>(RM2)[f1記n?],"dd

[W・?可>[V06?]。これらの[記],[0]は長母音の質はそのままで長さ

だけが短縮されたもので,短音索化の結果である中性形/mdi[flod],

加dt[V<d]の[司,[<]とは質の点で異なることは明膝である。質の相

異のない長・短母音対にも同じことが言えよう。たとえぱ, huid, solid

の[vi・?δ]>[viδ?],[.0'1i・?6]>[.0'1i6?]の[i]は上述の短母音状壱イヒ

の結果であり,中性形 hw'dt, solidt [vid],[.0'1id]の[i]は短厩音音

索化の結果(/iゾ→/V→[i])であることは§2 で述べた通りである。

[j](←/g/)./g/は[i.],[y.]以外の前舌長母.音状音後では RMI,

2とも[j]となる(なお, mg, hφj [1<j?, h<j?],61'g,"'j [bloj?, vaj?]

などの後舌短母音状音(←/0/,/a/)の後_の[j]はノj/から派生したもの

と考える)。したがって,ナことえはリ杉奔詞 Wg(t),た1詔g(t), ST,ag(t)は

RM1では[ve・?j(d), klE・?j(d), SV記・?Kd)]となるが, RM2 ではこれ

に短岡.音状音化の規則が付加されるので〔四j?(d), kl.j?(d),釣記j?(d)]

となる。

[W](←/g/)の前の長母音状音の短母音状音化は,ナことえぱ形容詞

klog(t)[klo・?W(d)]>[klow?(d)]のようになる。(なお,/g/は狭母音

状音の後ではゼロとなるので,その母音が長母音状音でも[j, W]の前に

13
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立九ないことになるので短母音状音化は起こらない。短母音状音 B, y,

U]の後でも/g/はゼロとなるのであるが,この場合短母.音状音は「代替

的」に長母音状音化され[i., y., U.]となる(d.§4.2)。この狭母音後

の規則と類似のものであるが,1950年以後生れの話者では前舌長母音状音

後の[j]は脱落するが,その場合にも短母音状音化は起こらない。)

[W]←一/V/)の前での短母音状音化も少くとも単音節形では強制的で

ある.形容詞 M影武D [.g..?W(d)]>[.g.W?(d)],.1φυ(t)[.1φ・?W(d)]

>[.1φW?(d)],1αで(t)[1記・?W(d)]>[1記W?(d)]。しかし,後舌開厩音

[a.],[D.]はRM2でも[W]の前で通常短音化しない.形容詞汾卯(t)

[bHa.?W(d)](RM],2).

音節末[ム](←h/)の前の長母音状音の短音化は</の後に/0/が続

かないかぎりほぽ強制的である(ho/の前での短母音の長母音状音化につ

いては§4.2で述べる)。特に弱変化第'2類動詞の・t(■形ではすでにRMI

の末期には短音化していたようである.動詞の例(RM2). jφル, jφrte,

jφ,'t [fφ.<,{φ△do, fφム?d],1影ル,1紹ル',1影ル[1..、 1.△do,1.ム?d]。

j血't(')の場合/φVなら発音形は[伍△]となり(of.6φル(.b.)[bΦム?n],

gの(北.)[g正△]),1影ル(のの場合/釘/なら[aム]となる(of.1影,ι'(sb.)

[1a厶go],6影,(.b.)[ba△]);形容詞の例(RM2)."影1くt)[nE△?(d)],

dy(t)[dyム.?(d)],仇φr(t)[mφ△?(d)], S町(D [SU△?(d)], stωくt)

[sd0△?(d)].

なお,この接近音の前での短母音状音化によって質的に相異のない音声

形をもつ長・短厩音の表層での中和が起こってくるが,未だ音業体系を大

幅に修正するまでには至っていない。

以上,§§2-3で基底セグメント(=音業)から音声形(最終的発音形

とは限らない)に至るまでに現われる二種の短音化の説明をしてきた。

つは動詞,形容詞の各々にのみあてはまる形態音哉的短母音化であり,も

う・ーつは所定の条件を満せば全ての音韻的語に適用される音声的短母音状

音化である。この二種の短音化を動詞,形容詞を例にして表1に示す(括



弧内の屈折形は短音化しないもの):

表1

(tabe)

(b昭e)

tabt

(mφde)

短音素化

(RMI,2)

bagt

d四re)

mφdt

(b1め

十

kφ此

短母音状音化

(RM2)

(dyb)

十

b1批

flad

十

dybt

Iad
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Hadt

Sprφd

(t記: ba)

(RM2)

十

Iadt

Svag

(b記:ja)

形

(sprφdt)

十

klog

tabd

(mψ:6ヨ)

十

十

Svagt

(Tjg)

bagd

d四:<)

klogt

mφd

(blo・?)

Iav

(rigt)

ngt

十

kφ△?d

(dy・7b)

4.長音化:

4.1.名詞の屈折形における長母音化.

この音索的長音化は'(/a/)を含む屈折語尾(・伽,・et,イ,・eo

Iavt

b1<d

十

dybd

f1記6?

flad

十

SbHΦ6?

(sbH促・?d)

1碕る?

1記6?d

(/g/脱落)

(/g/脱落)

SV記」?

SV記」?d

(Ⅱi・?)

(Hi・?d)

k1コエV?

klow?d

Ui宮d

1記W?

1碕W?d

を伴

音一

十
十

十
十

+
十

十
十
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う変化形のごく一部に起こる。 1)原形が/V/に終る語の中では次の二語

にのみ長音化が起こる. h4"(h4Wt, h"W)[how]([h鶚・?V06, h記・?W胡,

[h記:va, h記:W]), 10τ,(10ueπ, 10でe)[1人W]([10・?van, 10.?wn],
.

[10.VO,10.W])(of.長音化しない,卯[Haw], Sた0"[.g人W?], to"[t<W]

ete.)。し九がって,これら二語の長母音化が有標化されることになろう。

次に,2)短母音十/d/名詞の場合,'厩音が/a/ならば/a/の前で必ず長

音化すると、思われるが(ム4d,64dei,ムαd'[ba6, b記・?加d, b碕:60]),

その他の母音ではおそらく長音化しない方が多いであろうが断定はできな

い(長音化する名詞.ムιd, S机'd, ji'ιd,(sted (RMI)),6αd,61αd,

/"d, h"d,抗"d, h"d<花嫁>, bud <使い>,たφd, Mφd,'tφd,

Stad、st4dι" etc.;長音化しない名詞.6id, slid,'つ.'d, uid,1ed(く端,

傍 etc.>以外の意味),6rιd,6rud <破れ>,ム"d <命令>,ム1'od, Mod

e北.)。この他,3)アクセントのある短厩音に終る名詞の屈折形でも長音

化が起こるが,加[加],τ,i"d"C ['ven, du]を除けぱ主としてフランス

系外来語に起こるものである(6加ιαN [by'HO],6.d九t [byイe].to.)。

この他,'例外的'に形容詞 gルカ[g獣W?]の・C 形で長厩音化が起こ

る: gr0τ,e [gHO:va, gEO:W]。

5.以上,デ語に二種の長.短音化があること,そしてその区別が玉要で

あることを述べてきた。この二種の短音化は本論でとり上げた単形態形と

か屈折による複形態形にのみ関係するのではなく,その他の音韻単位にも

4.2.代替的長舟音状音化.

RM2(および後期RMD では<0/が母音の後で[<, a, D](三音は条

件異音)になるが,このha/の音声形の前に現われる短母音は長母音状音

化する。そのため/玲/の前の短母音と長母音は表眉では巾和する,軟豆母

音一長母?千)ST,il'rι一suire→[svi:<],た影rre一た影re→[kE:<],たIU'1'ι一ι1ι1'ι→

[ku:<],ム01'rι一6dre→[bD:D]。



関係するという点でも埀要である。すなわち,派生形,合成形などの複形

態形にも二種の短音化がみられる。たとえぱ,短母音化:64gι十で影沈=

(合成形) 6"gT,影,免['bawva△g];短母音状音化.6αg'十πi"g=(派生

形)ム"g"i"g [b記jnoo](of.ム"gt(の[bagd(0)])。また,文レベルでも

統語的に艾強勢を失った語の長母音Υ才短母音状音化される.地gι P1αds

[t純'P1郎](of.['t記・?]), h卯' b卯h [h記'tHOW?1d](of.[h記.?]),

gd i 'た01'[go i '.go.10](d.['go・?]),'td 0つ[.do '0可(of.[.do.

?]),たφル 6il [k伽'bi・?1](d.['k此<]).同様に文レベルで,強調と

か対比のために短'母音が長厩音状音化されることがある: Sφr伽Sogsd!

["S鵡●●<n■,<SO].

鹸後に,短音化の極類とか適用範囲の問題ではなく,短音化に関述する

弁別業性のことに触れてみたい。デ語においては少くとも音声レベルで

は,たとえぱ,6"d'(vb.;.b. PI.)[b印.60],6"d"加g(d町iゞ.)[b記δn.0],

64d (sb. sg.)[ba6]の[記.,記, a]の三音は区別されなくてはならな

い。この場合,長さ([10ng])または緊張性([ton託])という索性のどち

らかーつだけでは三音を区別できない。両業性が必要である。すなわち,

[記.]=[十ton.0,+10ng],[記]=[十ton.0,-10ng],[0]=[-ton..,

-10ng]となろう。(前述の強翻による長呼音状斉化では[-ton託,

十10ng]の音もあることになる。)かつて拙論(1974)で,緊張性という

索性に関する現在の斉声的定義が不適当であることを述べ,同時に緊張性

と音長性が必ずしも相補的な索性ではないことを述べたが,本論でも同じ

ことをくり返し強調したいと、思っている。

なお,母音の音韻的変化は長・短斉化の他にも同化,弱化,脱落等々の亟

要な音怒現象が多々あることはいうまでもないことであろう。

(Aug.1978)
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